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繊維学会誌「報文」活性化と正確な引用文献表記をお願い致します
－－繊維学会誌引用の際は“Sen’i Gakkaishi”と表記してください－－

繊維学会誌では論文誌としての価値を高めて、より一層会員の皆様、投稿者の皆様に貢献したいと考えており
ます。

これまで以上に積極的な御投稿をお願い申し上げますとともに、本誌を含め各種学術雑誌に研究成果を御発表
されます場合には、繊維学会誌の積極的な引用についても併せてお願い申し上げます。

特に引用を頂く際には、誌名の正確な綴りにもご留意いただきますようお願いいたします。現在の繊維学会誌
「報文」は、“Sen’i Gakkaishi”（n と i の間はアポストロフィでハイフンではありません）の表記をお使いいただ
きますようお願いいたします。

投稿時の体裁変更のお知らせ
これまで、投稿していただく際にカメラレディー形式に整えていただくことをお願いして参りましたが、今般

印刷システムの見直しにより、カメラレディー形式での投稿は必須ではなくなりました。
テキストデータ、図表データを別々のファイルでご用意いただき、図表の差し込み位置が分かるように本文中

に示していただければ、ベタ打ちで投稿いただけます。図、写真は jpeg 形式で、表はテキスト情報が抽出可能
な word 等で作成してください。その際本文はＡ4 判に 10.5 から 12 ポイントのサイズで、改行幅は 1.5 行程度に
設定してください。

また、図表のレイアウトや大きさなど著者の体裁上のご希望を予めお伝えいただけ、ページ数の見積もりも可
能なため、これまで同様カメラレディー形式に整えていただいても結構です。カメラレディーひな形はホームペー
ジからダウンロードしていただけます。

投稿の際の負担を軽減することで、より迅速快適に研究成果をご発表いただけるようになりました。今後とも
繊維学会誌への積極的なご投稿をお待ちしております。

「報 文」編集委員
Sen’ i Gakkaishi, Editorial Board

編集委員長 � 谷 要（和洋女子大学大学院） 編集副委員長 塩 谷 正 俊（東京工業大学大学院）
Editor in Chief Kaname Katsuraya Vice-Editor Masatoshi Shioya
編集委員 河 原 豊（群馬大学大学院） 木 村 邦 生（岡山大学大学院） 久保野 敦 史（静岡大学）
Associate Yutaka Kawahara Kunio Kimura Atsushi Kubono
Editors 澤 渡 千 枝（静岡大学） 鋤 柄 佐千子（京都工芸繊維大学大学院）高 寺 政 行（信州大学）

Chie Sawatari Sachiko Sukigara Masayuki Takatera
武 野 明 義（岐阜大学） 趙 顯 或（釜山大学校）登 阪 雅 聡（京都大学）
Akiyoshi Takeno Hyun Hok Cho Masatoshi Tosaka
久 田 研 次（福井大学大学院） 菅 井 清 美（新潟県立大学）山 根 秀 樹（京都工芸繊維大学大学院）
Kenji Hisada Kiyomi Sugai Hideki Yamane
吉 水 広 明（名古屋工業大学大学院） 和 田 昌 久（京都大学大学院）
Hiroaki Yoshimizu Masahisa Wada

The Society of Fiber Science and Technology, Japan (2014 & 2015)
President T. Kikutani (Tokyo Institute of Technology)
Vice-Presidents T. Kanaya (Kyoto University)

K. Hamada (Shinshu University)
H. Murase (Toyobo Co., Ltd.)

Member-promoting Officer M. Tokita (Tokyo Institute of Technology)
Editor in Chief “Sen’i to Kogyo” A. Tsuchida (Gifu University)
Editor in Chief “Sen’i Gakkaishi” K. Katsuraya (Wayo Women’s University)
Treasurers H. Oikawa (Tohoku University)

K. Ogino (Tokyo University of Agriculture & Technology)
K. Inomata (Nagoya Institute of Technology)
K. Hisada (University of Fukui)
H. Urakawa (Kyoto Institute of Technology)
K. Tanaka (Kyushu University)

Planning Officers T. Iwata (The University of Tokyo)
M. Aoyama (Toray Industries, Inc)
K. Katsuraya (Wayo Women’s University)
A. Tsuchida (Gifu University)
K. Ogino (Tokyo University of Agriculture & Technology)
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「繊維と工業」編集委員
編 集 委 員 長 土田 亮（岐阜大学）
編集副委員長 �谷 要（和洋女子大院） 出口 潤子（旭化成せんい㈱）
編 集 委 員 植野 彰文（KBセーレン㈱）大島 直久（東海染工㈱） 金 翼水（信州大学） 小寺 芳伸（三菱レイヨン㈱）

澤田 和也（大阪成蹊短期大学）髙﨑 緑（京都工芸繊維大院） 田村 篤男（帝人㈱） 寺本 喜彦（東洋紡㈱）
西田 幸次（京都大学化学研究所）西村 高明（王子ホールディングス㈱） 増田 正人（東レ㈱） 村上 泰（信州大学）
吉田 耕二（ユニチカトレーディング㈱）

顧 問 浦川 宏（京都工芸繊維大院）

開催年月日 講演会・討論会等開催名（開催地） 掲載頁

27． 6．26㈮ 第 47回先端繊維素材研究委員会（AFMc）公開ミニシンポジウム－繊維強化複合材
料の最新技術（材料、加工技術、用途展開）－（宇治市・京都大学宇治キャンパス） A6

6．29㈪ 第 1 回ケラチンフィルム研究会（上田市・信州大学繊維学部内 産学官連携
支援施設） A7

7． 2㈭
3㈮

平成 27 年度繊維基礎講座－繊維の基礎から応用を 2日で学ぶ－（東京都・
キャンパスイノベーションセンター） A5

7． 3㈮ 繊維学会 第 179 回被服科学研究委員会（公開）（東京都・文化・ファッション
テキスタイル） A7

7． 9㈭
10㈮ セルロース学会第 22 回年次大会（札幌市・北海道大学学術交流会館） A7

7．29㈬
～31㈮

平成 27 年度第 45 回繊維学会夏季セミナー「繊維の時空間制御によるサス
テイナブル社会の実現を目指して」（北九州市・北九州国際会議場） A3～4

8．25㈫
26㈬ 第 28 回 におい・かおり環境学会（名古屋市・大同大学 滝春キャンパス） A8

8．26㈬ 第 16 回「成形加工実践講座シリーズ（成形編）」－射出成形早わかり－基礎
から現象把握、成形事例まで－（東京都・タワーホール船堀） A7

8．31㈪ 第 149 回講演会 将来の大量生産を狙った CFRP 軽量化技術（東京都・タ
ワーホール船堀） A8

9． 1㈫
～ 3㈭

第 17 回日本感性工学会大会－大会テーマ「魅せる感性」－（東京都・文化学園
大学） A8

9． 4㈮ 第 18 回成形加工テキストセミナー テキストシリーズ第 3 巻「成形加工に
おけるプラスチック材料」（東京都・工学院大学 28F 会議室） A8

9．24㈭
25㈮

第 39 回静電気学会全国大会（東京都・首都大学東京 南大沢キャンパス 12
号館） A8

10．15㈭
16㈮

60th FRP CON-EX 2015 協会創立 60 周年記念特別事業（東京都・秋葉原
UDX（JR 秋葉原駅 電気街口至近） A8

11． 3㈫
～ 6㈭

第 13 回アジアテキスタイルコンファレンス（ATC－13）（オーストラリア・
ジーロング（Geelong）、ビクトリア州） A6
繊維学会誌広告掲載募集要領・広告掲載申込書 平成22年 6 月号
繊維学会定款（平成24年 4 月 1 日改訂） 平成24年 3 月号
Individual Membership Application Form 平成24年12月号
繊維学会誌報文投稿規定（平成24年 1 月 1 日改訂） 平成26年 1 月号
訂正・変更届用紙 平成26年 3 月号
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平成27年度繊維学会主要行事予定

平成27年度繊維学会支部・研究委員会一覧（H27.4.1 現在）
1．支 部

2．研究委員会

複写される方へ

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

平成 27 年度 繊維基礎講座 平成27年 7 月 2 日㈭、3 日㈮ キャンパス・イノベーションセ
ンター CIC 田町（東京都港区）

第 45 回夏季セミナー 平成27年 7 月29日㈬～ 7 月31日㈮ 北九州国際会議場（北九州市北小倉区）

平成 27 年度 秋季研究発表会 平成27年10月22日㈭～10月23日㈮ 京都工芸繊維大学（京都市左京区）

平成 27 年度 繊維応用講座 平成27年11月または12月（予定） 東京（予定）

支 部 名 支部長名 所 在 地 TEL & E-mail

東北・北海道支部 及川 英俊 〒980－8577 宮城県仙台市青葉区片平 2－1－1
東北大学多元物質科学研究所

022－217－6357
oikawah@tagen.tohoku.ac.jp

関 東 支 部 荻野 賢司 〒184－8588 東京都小金井市中町 2－24－16
東京農工大学大学院工学研究院 応用化学部門

042－388－7404
kogino@cc.tuat.ac.jp

東 海 支 部 猪股 克弘 〒468－8511 愛知県名古屋市昭和区御器所町
名古屋工業大学大学院 しくみ領域 工学研究科

052－735－5274
inomata.katsuhiro@nitech.ac.jp

北 陸 支 部 久田 研次 〒910－8507 福井県福井市文京 3－9－1
福井大学大学院 工学研究科 繊維先端工学専攻

0776－27－8574
k-hisada@u-fukui.ac.jp

関 西 支 部 浦川 宏 〒606－8585 京都府京都市左京区松ヶ崎橋上町 1
京都工芸繊維大学大学院 工芸科学研究科

075－724－7567
urakawa@kit.jp

西 部 支 部 田中 敬二 〒819－0395 福岡県福岡市西区元岡 744
九州大学大学院工学研究院 応用化学部門

092－802－2878
k-tanaka@cstf.kyushu-u.ac.jp

研究委員会名 委員長名 所 在 地 TEL & E-mail

繊 維 基 礎 科 学 櫻井 伸一 〒606－8585 京都府京都市左京区松ヶ崎御所海道町
京都工芸繊維大学大学院 工芸科学研究科

075－724－7864
shin@kit.jp

染 色 濱田 州博 〒386－8567 長野県上田市常田 3－15－1
信州大学 繊維学部（繊維学部長）

0268－21－5301
khamada@shinshu-u.ac.jp

繊 維 加 工 増子 冨美 〒112－8681 東京都文京区目白台 2－8－1
日本女子大学 家政学部 被服学科

03－5981－3481
fumimasuko@fc.jwu.ac.jp

感 覚 と 計 測 西松 豊典 〒386－8567 長野県上田市常田 3－15－1
信州大学 繊維学部 先進繊維工学課程

0268－21－5379
toyo@shinshu-u.ac.jp

被 服 科 学 城島栄一郎 〒191－8510 東京都日野市大坂上 4－1－1
実践女子大学 生活科学部 生活環境学科

042－585－8897
jojima-eiichiro@jissen.ac.jp

紙 · パ ル プ 江前 敏晴 〒305－8572 茨城県つくば市天王台 1－1－1
筑波大学 生命環境系生物材料工学分野

029－853－4646
t@enomae.com

オプティックスとエレ
クトロニクス有機材料 渡辺 敏行 〒184－8588 東京都小金井市中町 2－24－16

東京農工大学大学院工学研究院工学府応用科学専攻
042－388－7289

toshi@cc.tuat.ac.jp

先 端 繊 維 素 材 村瀬 浩貴 〒520－0292 滋賀県大津市堅田 2－1－1
東洋紡株式会社 総合研究所 コーポレート研究所

077－571－0035
hiroki_murase@toyobo.jp

感 性 フォーラム 徳山 孝子 〒657－0015 兵庫県神戸市灘区篠原伯母野山町1－2－1
神戸松蔭女子学院大学 ファッション・ハウジングデザイン学科

078－882－8789
tokuyama@shoin.ac.jp

超 臨 界 流 体 奥林 里子 〒606－8585 京都市左京区松ヶ崎御所海道町
京都工芸繊維大学大学院 工芸科学研究科

075－724－7367
okubay@kit.ac.jp

ナノファイバー
技 術 戦 略 松本 英俊 〒152－8552 東京都目黒区大岡山 2－12－1－S8－27
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平成27年度第45回繊維学会夏季セミナー
「繊維の時空間制御によるサステイナブル社会の実現を目指して」

趣 旨：今年度の夏季セミナーは、7 年ぶりの西部支部担当で、「繊維の時空間制御によるサステイナブル社会の実現を
目指して」と題して、北九州での開催を企画しました。繊維の時空間を制御してサステイナブル社会の実現につ
いて熱い議論を行っていただくことを目的としております。1 日目は 3 件の特別講演より、今後の繊維研究およ
び産業のさらなる発展のために幅広い視点からご講演をいただきます。2 日目からは、開催テーマの下、新進気
鋭の研究者の方々に、天然由来繊維から合成繊維・高分子に至るまでの時空間制御に基づいた材料設計に関する
お話をいただきます。また、ポスター発表も行います。1 日目夕方の懇親会および 2 日目のワインパーティーで
は、講師の先生、参加者、実行委員が気軽に交流し親睦を深める場を持つ予定であります。最終日は北九州市を
中心としたツアーを企画しております。

日 時：平成 27 年 7 月 29 日㈬～31 日㈮
場 所：北九州国際会議場

〒802－0001 福岡県北九州市小倉北区浅野 3 丁目 9－30
TEL : 093－541－5931 ホームページ：http : //www.convention-a.jp/sponsor/kokusai/

交 通：JR 小倉駅から徒歩 7 分
定 員：250 名
プログラム：

第 1 日目
7 月 29 日

㈬

時 間 プ ロ グ ラ ム
12 : 00 受 付 開 始

13 : 30～13 : 35 開 会

13 : 35～14 : 35 【特別講演 1】「合繊原料（石油化学）からみた繊維マーケット－過去、現在、未来」
（サウディ石油化学㈱）金森 廣

14 : 35～15 : 35 【特別講演 2】「ゴール無限」
君原 健二

15 : 35～15 : 55 休 憩

15 : 55～16 : 55 【特別講演 3】「バイオミメティクスと分子の組織化ことはじめ」
（九大名誉教授、北九州大名誉教授）國武 豊喜

17 : 20～19 : 20 懇 親 会（リーガロイヤルホテル）

第 2 日目
7 月 30 日

㈭

繊維一般 表面修飾、ナノテク、機能

9 : 00～ 9 : 45
A－1）繊維の時空間制御によるサステイナ

ブル社会の実現を目指して
（東工大院理工）鞠谷 雄士

B－1） 膜・水処理技術の現状と課題

（三菱レイヨン㈱）二宮 康裕

9 : 45～10 : 30
A－2）高強度繊維の階層構造と形成過程

（東洋紡㈱）村瀬 裕貴

B－2） 繊維高分子材料を用いた時空間ナノ
構造配向制御による機能性薄膜の創
成 （東工大院理工）早川 晃鏡

10 : 30～10 : 45 休 憩
天然繊維（セルロース、キチン、キトサン） 表面修飾、ナノテク、機能

10 : 45～11 : 30 A－3）カニ殻由来の新素材「キチンナノ
ファイバー」の実用化に向けた機能
の探索 （鳥取大院工）伊福 伸介

B－3） 高分子ブラシ界面の接着における時
空間構造の制御

（工学院大工）小林 元康

11 : 30～12 : 15
A－4）セルロース微粒子化技術、機能付加

およびその応用展開
（熊本県産業技術センター）永岡 昭二

B－4） 福島第一原発での吸着繊維（仮）

（千葉大院工）斎藤 恭一
昼 食

繊維機能 高分子合成

13 : 45～14 : 30
A－5）GI 型フッ素樹脂光ファイバの歴史

と今後の展望
（旭硝子㈱）渡邊 勇仁

B－5） TBA

（近畿大学）遠藤 剛

14 : 30～15 : 15
A－6）中空糸膜型三次元細胞培養モジュー

ルを用いたヒト肝細胞の長期培養の
実現 （崇城大）松下 琢

B－6） カゴ型シルセスキオキサンを基盤と
した元素ブロック高分子の創出

（京都工繊大）中 建介
15 : 15～15 : 30 コーヒーブレイク

服飾、アパレル、感性 高分子加工

15 : 30～16 : 15
A－7）生活科学と繊維

（神戸大院人間発達）井上 真理

B－7） 耐候性試験時の水、熱の影響とポリ
マー寿命延長の秘策
（化学物質評価研究機構）大武義人

16 : 15～17 : 00
A－8）日本一の心地よい下着ブランドを目

指して
（島崎㈱）嶋﨑 博之

B－8） 熱可塑性エラストマー SIS の大規模
粗視化シミュレーション

（日本ゼオン㈱）本田 隆
17 : 30～19 : 00 ポスターセッション・ワインパーティー
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参 加 費：

懇親会参加費：大学・官公庁、企業 7,000 円、学生 4,000 円 ※当日は、1,000 円増し。
7 月 29 日㈬リーガロイヤルホテル 17 : 20～

参加申込み方法：参加申し込みはインターネットよりお申込みください。
繊維学会 HP の夏季セミナーのページ http : //www.fiber.or.jp/jpn/events/2015/summer/index.html
申込期間は平成 27 年 5 月 29 日㈮～平成 27 年 7 月 17 日㈮

参加費振込先：参加費は現金書留または、銀行振込みでお支払いください。
※振込手数料は振込人にてご負担ください。

現金書留または銀行の控えをもって、本会からの領収書に代えさせていただきます。
現金書留郵送先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－209 繊維学会事務局 宛
銀行口座：三菱東京 UFJ 銀行 目黒駅前支店 普通口座 4287837 一般社団法人 繊維学会

エクスカーション：門司港レトロ探訪をはじめ、北九州を満喫できるプランを予定しております。
参加費用、エクスカーションスケジュールの詳細は決まり次第ホームページに掲載いたします。
参加希望の方は、summer2015@fiber.or.jp へお申し込みください。

研究発表募集：ポスター発表を募集します。年齢制限はありません。
（開催日に 35 歳未満の学会員の場合、ポスター賞の対象になります）
発表申込/予稿集原稿のいずれも専用の WEB から発表 1 件ごとに登録/投稿していただきます。
発表申込締切 平成 27 年 6 月 25 日㈭ 予稿原稿提出締切 平成 27 年 7 月 7 日㈫

問い合わせ先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208 一般社団法人 繊維学会 夏季セミナー係
TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 E-mail : summer2015@fiber.or.jp
HP : http : //www.fiber.or.jp/jpn/events/2015/summer/index.html

実行委員会
実行委員長：田中敬二（九大院工）
副実行委員長：石原 繁（帝人㈱）、森田 徹（旭化成せんい㈱）
実行委員：秋葉 勇（北九大国際）、市川智子（東レ㈱）、井原栄治（愛媛大院工）、伊原博隆（熊本大院自然）、氏家誠司

（大分大工）、大石祐司（佐賀大理工）、門川淳一（鹿児島大院理工）、川原貴佳（シャボン玉石けん㈱）、北岡卓也
（九大院農）、香出健司（ユニチカ㈱）、小椎尾謙（九大先導研）、近藤哲男（九大院農）、櫻井和朗（北九大国際）、
佐藤一石（徳島文理大）、春藤淳臣（九大院工）、高原 淳（九大先導研）、高藤 誠（熊本大院自然）、長野真衣

（九大院工）、林 省治（三菱レイヨン㈱）、林 英男（㈱クラレ）、檜垣勇次（九大先導研）、比嘉 充
（山口大院理工）、平井智康（九大先導研）、松野寿生（九大院工）、横田慎吾（九大院農）、吉永耕二（九工大名誉）、
吉村利夫（福岡女大人間）

事 務 局：野々村弘人、山本恵美

個人会員 維持・賛助会員 一 般
大学・官公庁 25,000 円 25,000 円 28,000 円

企 業 35,000 円 35,000 円 38,000 円
学 生 8,000 円 － 10,000 円

第 3 日目
7 月 31 日

㈮

ヘルスケア（メディカル、インプラント、化粧品など） 高分子構造・物性

8 : 30～ 9 : 15
B－9） 高分子薄膜の結晶化に対するナノ吸

着層の効果
（㈱クラレ）浅田 光則

9 : 15～10 : 00
A－9）ウイルス除去膜

（旭化成メディカル㈱）井出 正一

B－10）高分子材料の構造解析と運動状態解
析

（群馬大工）山延 健

10 : 00～10 : 45
A－10）生体親和性高分子の設計と医療デバ

イスへの応用
（九大先導研）田中 賢

B－11）電子顕微鏡による高分子階層構造の
解析

（産総研）堀内 伸
10 : 45～11 : 00 休 憩

ヘルスケア（メディカル、インプラント、化粧品など） 服飾、アパレル、感性

11 : 00～11 : 45
A－11）生理活性糖と線維の融合による生体

機能材料の開発
（九大院工）三浦 佳子

B－12）化粧品トレンドからみるファッショ
ンの潮流（仮）

（エフシージー総合研究所）菅沼 薫

11 : 45～12 : 30
A－12）繊維構造物としてみた生体組織とそ

の再生医療への応用
（東京医科歯科）岸田 晶夫

B－13）沖縄の染め織り素材・布とサスティ
ナブル社会

（琉球大教育）松本 由香
12 : 30～12 : 35 閉会・ポスター賞表彰
12 : 35～18 : 00 エクスカーション
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平成27年度繊維基礎講座
－－繊維の基礎から応用を2日で学ぶ－－

繊維学会では毎年、企業の新入社員や新しく繊維関係に携わられる方、また学部学生、院生に対して、繊維とは何か、

繊維の製造、加工、縫製、評価まで一貫して理解していただくために繊維基礎講座を開催しています。

今年度は紡糸、紡績などの川上、織・編み・染色加工などの川中、最終製品の川下に至るまでの基礎と、炭素繊維コン

ポジット、感覚計測技術、スマートウエアといった最新の応用分野を理解できるように企画しています。また、繊維学会

70 周年特別企画として繊維学会誌に連載記事を寄稿いただいております京都工芸繊維大学の松下義弘先生より、日本の

繊維産業の歴史に関する講演をお願いしております。大学や企業の現場で繊維関連の教育に携わっておられる方にも大い

に役立つものと思います。初日には講師との交流会も開催しますので、ぜひご参加ください。

主 催：（一社）繊維学会

日 時：平成 27 年 7 月 2 日㈭、3 日㈮

場 所：キャンパスイノベーションセンター（東京都港区芝浦 3－3－6）

〈交通〉JR 山手線・京浜東北線 田町駅（徒歩 1 分）、都営三田線・浅草線三田駅（徒歩 5 分）

プログラム：

7 月 2 日㈭

10:00－11:00 合成繊維の紡糸・延伸 東京工業大学 宝田 亘

11:00－12:00 紡績・糸加工 岐阜大学名誉教授 岡村政明

12:00－13:00 昼食

13:00－14:00 染色・機能加工 福井大学名誉教授 堀 照夫

14:00－15:00 織物・編物 （地独）東京都立産業技術研究センター 岩崎謙次

15:00－15:15 休憩

15:15－16:45 特別企画 技術が支えた日本の繊維産業の歴史 京都工芸繊維大学 松下義弘

＊講演終了後、講師を交えての交流会を開催します。

7 月 3 日㈮

10:00－11:00 ファッションビジネス 文化学園大学 河本和郎

11:00－12:00 感覚計測 神戸大学 井上真理

12:00－13:00 昼食

13:00－14:00 クレーム事例 （地独）東京都立産業技術研究センター 池田善光

14:00－15:00 炭素繊維複合材料の基礎 （一社）日本繊維技術士センター 井塚淑夫

15:00－15:15 休憩

15:15－16:15 スマートテキスタイル 信州大学名誉教授 平井利博

参加費：企業会員（含む維持・賛助会員）：24,000 円 企業非会員：29,000 円

大学官公庁関係会員：17,000 円 大学官公庁非会員：22,000 円

学生会員：5,000 円 学生非会員：8,000 円

参加費お支払方法：現金書留又は、銀行振込みにてお支払いください。

（＊振込手数料は振込人にてご負担ください。）

お振込み先口座：みずほ銀行目黒支店普通口座 1894348 繊維学会講演会

申し込み：繊維学会ホームページのイベント欄からダウンロードしてお申し込みください。

問合わせ先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

（一社）繊維学会 TEL : 03－3441－5627、FAX : 03－3441－3260

E-mail : office@fiber.or.jp ホームページ：http : //www.fiber.or.jp/
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第47回先端繊維素材研究委員会（AFMc）公開ミニシンポジウム
－－繊維強化複合材料の最新技術（材料、加工技術、用途展開）－－

主 催：（一社）繊維学会・先端繊維素材研究員会（AFMc）
日 時：平成 27 年 6 月 26 日㈮ 13 : 00～17 : 10
場 所：京都大学宇治キャンパス 共同研究棟 大セミナー室

TEL : 07774－38－3142/E-mail : zaibutu2@scl.kyoto-u.ac.jp（AFMc 事務局）
〒611－0011 京都府宇治市五ヶ庄 JR 奈良線または京阪宇治線、黄檗駅から徒歩 5～10 分

ガラス繊維や炭素繊維等で強化された樹脂材料は、軽量、高強度、高腐食性を特徴とする材料であり、近年各研究機関
や企業での研究開発が非常に盛んに行われており、様々な分野でその用途が広がってきている。今回は、それら繊維強化
複合材料の研究開発の最近の動向や新たな用途展開について、ご講演頂き、今後の研究・材料開発の参考の場としたいと
思います、皆様のご参加をよろしくお願い致します。
プログラム：

特別講演
13:00～14:00 「マトリックス樹脂側から見た炭素繊維強化複合材料」 兵庫県立大学 岸 肇

一般講演
14:00～14:40 「炭素繊維複合材料/近年の研究開発動向」 東レ㈱ 土谷敦岐
15:10～15:50 「最近の炭素繊維の技術動向」 三菱レイヨン㈱ 杉浦直樹
15:50～16:30 「繊維状充填剤を利用した樹脂接合技術「AKI-LockⓇ」 ポリプラスチックス㈱ 宮下貴之
16:30～17:10 「各種繊維の特徴を生かした長繊維強化樹脂プラストロンの開発」 ダイセルポリマー㈱ 片山 弘

定 員：約 50 名（先着順）
参加費：先端繊維素材研究委員会会員は無料（法人会員は会 2 名まで無料、会

員 3 名以降 5000 円）、会員外（大学繊維学会員）6000 円、会員外（企業
繊維学会員）7000 円、会員外（非繊維学会員）8000 円

申込方法：平成 27 年 6 月 20 日までに葉書、FAX または E-mail にて、氏名・
所属・連絡先をご記入の上、下記宛てにお申し込みください。

申込先：〒611－0011 京都府宇治市五ヶ庄
京都大学化学研究所
高分子物質科学領域内 AMFc 係
TEL : 0774－38－3142 FAX : 0774－38－3146（AFMc 事務局直通）
E-mail : zaibutu2@scl.kyoto-u.ac.jp

第13回アジアテキスタイルコンファレンス（ATC－13）

ATC－13 がオーストラリアにて開催されます。
現在、ATC13 のホームページ上で発表者の募集、参加登録を行っております。
開催日時：2015 年 11 月 3 日～6 日
開催地：ジーロング（Geelong）、ビクトリア州 オーストラリア

是非、発表を含めた参加をご検討いただけますようよろしくお願い申し上げます。
詳細は ATC13 ホームページをご覧ください。
HP : http : //atc-13.org/
重要日程：Deadline for Submission of Full Manuscript : 15 August 2015

Notification of Manuscript and Poster Acceptance : 30 August 2015
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繊維学会 第179回被服科学研究委員会
（公開）

第 179 回の研究会は、文化学園大学がテキスタイルメー
カーの工場施設等を取得し、ファッションテキスタイル研
究所として 2013 年（平成 25 年）5 月に開設した、文化・
ファッションテキスタイル研究所（八王子）の施設見学と講
演会を行います。講演会は「織物の三原形状と開発品」と
ういテーマで新しい八王子織物の研究・開発やデザイナー
育成など、研究所の方にご講演いただきます。

下記の要領で見学会・講演会を開催いたしますので、ご
参加くださいますようご案内いたします。会員以外の方に
も、積極的に参加を呼びかけていただければ幸いです（参
加費無料）。
日 時：2015 年 7 月 3 日㈮ 14 : 00～16 : 30
場 所：文化・ファッションテキスタイル

〒192－0906 東京都八王子市北野 582－11
交 通：京王線「北野」駅下車 徒歩約 10 分
集 合：京王線北野北口改札口に 13 : 30 集合 （改札口に

て受付します。）
定 員：30 名（定員になり次第、締め切ります。）
見 学：文化・ファッションテキスタイル研究所施設の見

学
研究所では、八王子の織物技術を残すとともに、伝統的

なテキスタイル資料等の保持や新しい織物の研究・開発を
進めながら、学習の場として活用しています。この施設の
利用により、デザイナー育成などにおいてもテキスタイル
からデザイン発想や、開発したテキスタイルを用いた
ファッションショーの開催など、テキスタイルからオリジ
ナルを追求することが可能になり、教育面においても新た
な構図を図っています。
講 演：「織物の三原形状と開発品」宮本英治所長
交流会：委員会終了後、参加者の交流会（17 : 00～19 : 00）

を予定しています。
〔会場〕北野駅近辺
〔会費〕4,000 円（予定）

申込み：交流会参加の有無も含めて、6 月 20 日までに下
記へお申し込みください。

申込＆連絡先：大妻女子大学 平井郁子
〒102－8357 東京都千代田区三番町 12
TEL&FAX : 03－5275－6022
E-mail : i-hirai@otsuma.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――

第1回ケラチンフィルム研究会

主 催：（一社）イノベーションデザインラボ、㈱信州 TLO
日 時：平成 27 年 6 月 29 日㈪ 14 : 00～17 : 00
場 所：信州大学繊維学部内 産学官連携支援施設

プログラム：
水溶性ケラチンタンパク質を用いた羊毛の防縮加工とそ
の染色性 信州大学 濱田州博
ヘアカラー用ケラチンフィルムの開発

信州大学 藤井敏弘
評価用モデルとしてのケラチンフィルムの活用

資生堂 川副智行
問合せ先：信州大学繊維学部 応用生物科学系 藤井研究室

TEL : 0268－25－5518
E-mail : fujiit1@shinshu-u.ac.jp
HP : http : //fiber.shinshu-u.ac.jp/fujii-lab/

――――――――――――――――――――――――――

セルロース学会第22回年次大会

主 催：セルロース学会
日 程：平成 27 年 7 月 9 日㈭、10 日㈮
場 所：北海道大学学術交流会館

（札幌駅西口より徒歩約 7 分）
大会HP：http : //www.knt.co.jp/ec/2015/csj/

学会 HP からアクセス可
講演内容：セルロースおよび関連科学の基礎およびポス

ター発表
口頭発表（24 件）、ポスター発表（118 件）を予定

問合せ先：北海道大学大学院農学研究院 環境資源学部門
森林化学研究室
E-mail : meeting2015@agr.hokudai.ac.jp

――――――――――――――――――――――――――

第16回
「成形加工実践講座シリーズ（成形編）」

－－射出成形早わかり
－－基礎から現象把握、成形事例まで－－

主 催：プラスチック成形加工学会
日 時：平成 27 年 8 月 26 日㈬
場 所：タワーホール船堀（東京都江戸川区船堀 4－1－1）
プログラム：

射出成形の最新動向 秋元技術士事務所 秋元英郎
射出成形におけるトラブル事例と対策

プライムポリマー 小林 豊
成形条件最適化のポイント

大阪市工業研究所 泊 清隆
射出成形における複合化技術 日本製鋼所 西田正三
射出成型現象の可視化実験解析 東京大学 横井秀俊
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第149回講演会
将来の大量生産を狙ったCFRP軽量化技術

主 催：プラスチック成形加工学会
日 時：平成 27 年 8 月 31 日㈪
場 所：タワーホール船堀 2 階 瑞雲
プログラム：

熱可塑性複合材料による自動車の軽量化
ダイセルポリマー 横山盛之

プレス成形による自動車 CFRP 部材量産化技術
三菱レイヨン 秋山浩一

連続繊維熱可塑材料と欧州自動車量産事例
サンワトレーディング 馬場俊一

熱可塑性 CFRP と金属のレーザー溶着技術
前田工業 三兵瓶和久

CFRP の大型・高生産化の動向とその成形技術
金沢工業大学 鵜澤 潔

自動車構造への CFRP 適用の現状・展望と名大 NCC の
果たす役割 名古屋大学 NCC

第18回成形加工テキストセミナー
テキストシリーズ第3巻

「成形加工におけるプラスチック材料」

主 催：プラスチック成型加工学会
日 時：平成 27 年 9 月 4 日㈮
場 所：工学院大学 28F 会議室（新宿区西新宿 1－24－2）
プログラム：

成形加工におけるプラスチック材料（第 1 章）
成形加工とプラスチック材料の微細構造（第 2 章）
射出成形における結晶性プラスチックの構造形成（第 3
章）
成形加工とプラスチックの転移現象（第 4 章）
成形加工とプラスチックの物性（第 5 章）
問合せ先：（一社）プラスチック成形加工学会事務局

東京都品川区大崎 5－8－5
グリーンプラザ五反田 2－205
TEL : 03－5436－3822

――――――――――――――――――――――――――

第28回 におい・かおり環境学会

主 催：（公社）におい・かおり環境協会
日 時：平成 27 年 8 月 25 日㈫、26 日㈬
場 所：大同大学 滝春キャンパス

（名古屋市南区滝春町 10－3）
プログラム：特別講演、一般口頭発表、ポスター発表、企

画セッション、機器展示
詳細プログラムは 7 月にホームページに掲載します
問合せ先：（公社）におい・かおり環境協会

（担当：石井、中辻）
TEL : 03－5309－2422 E-mail : info@orea.or.jp

――――――――――――――――――――――――――

第17回日本感性工学会大会
－－大会テーマ「魅せる感性」－－

主 催：日本感性工学会
日 時：平成 27 年 9 月 1 日㈫～3 日㈭
場 所：文化学園大学 新都心キャンパス

（渋谷区代々木 3－22－1）
プログラム：特別講演、

研究発表（査読セッション、一般講演セッショ
ン、ポスターセッション、企画セッション）

詳細については大会 HP（http : //www.jske.org/taikai/
jske17/）をご覧ください。
問合せ先：日本感性工学会事務局 担当：上野

（東京都中央区日本橋浜町 2－55－5
グランドハイツ 1003）
TEL : 03－3666－8000 E-mail : jske@jske.org

――――――――――――――――――――――――――

第39回静電気学会全国大会

主 催：静電気学会
日 時：平成 27 年 9 月 24 日㈭、25 日㈮
場 所：首都大学東京 南大沢キャンパス 12 号館

（101 室、102 室、103 室）
（東京都八王子市南大沢 1－1）

プログラム：静電気基礎、静電気応用（Ⅰ）、静電気応用（Ⅱ）、
静電気障災害の各部門の研究発表

詳細内容は静電気学会のホームページに掲載します。
問合せ先：静電気学会事務局 TEL : 03－3815－4171

E-mail : iesj@iesj.org

――――――――――――――――――――――――――

60th FRP CON-EX 2015
協会創立60周年記念特別事業

主 催：（一社）強化プラスチック協会
日 時：平成 27 年 10 月 15 日㈭、16 日㈮
場 所：秋葉原 UDX（JR 秋葉原駅 電気街口至近）

プログラムなど詳細につきましては、まとまり次第ホー
ムページに掲載します。
問合せ先：（一社）強化プラスチック協会 事務局

TEL : 03－5812－3370
東京都千代田区外神田 6－2－8
ビジネスプライス外神田 3F

A8


	a_cover_1506
	b_adv1_1506
	c_adv2_1506
	d_adv3_1506
	e_adv4_1506
	f_index_1506
	g_articleindex_1506
	h_information_1506

